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一般質問　町政を問う

地域経済分析システム「リーサス」の供用を開始

杉森　賢二 議員

Q
A 行

政
民
間
連
携
を
目
的
と
し
た
Ｉ
Ｔ
の
有
効
活
用
を

ま
ち
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い

A
民
間
と
連
携
し
て
小
水
力
発
電
普
及
に
取
り
組
む

Q
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

舎
な
ど
の
事
務
所
10
．
８
％
、

ご
み
焼
却
場
０
．
８
％
削
減

で
き
た
。
今
後
も
目
標
達
成

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

防
犯
灯
の
１
０
０
％
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
の
考
え
は
。

地
域
防
災
課
長　

26
年
度
末

で
30
．
４
％
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し

た
。
今
後
５
年
間
で
、
１
０

０
％
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
て
計

問　

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
お
け
る

町
の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

都
市
環
境
部
長　

行
政
活
動

に
よ
り
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

を
、
30
年
度
に
24
年
度
レ
ベ

ル
か
ら
５
％
削
減
を
目
指
し

て
い
る
。
26
年
度
は
、
施
設

全
体
で
３
．
６
％
、
役
場
庁

画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

民
間
と
連
携
し
た
農
業

用
水
路
、
水
道
管
、
貯
水
池
、

砂
防
え
ん
堤
を
活
用
し
た
小

水
力
発
電
設
置
の
考
え
は
。

都
市
環
境
部
長　

農
業
や
水

道
な
ど
事
業
本
来
の
目
的
を

妨
げ
る
要
因
が
な
く
、
実
施

が
見
込
め
る
な
ら
、
民
間
企

業
と
連
携
し
て
小
水
力
発
電

の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

エ
コ
パ
ー
ク
設
置
に
向

け
模
型
展
示
な
ど
の
考
え
は
。

く
ら
し
環
境
課
長　

常
設
設

置
は
考
え
て
い
な
い
が
、
機

会
を
捉
え
て
情
報
を
発
信
し
、

見
学
会
や
学
習
会
な
ど
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
く
。

い
る
。
産
業
面
で
は
、
ど
の

産
業
が
付
加
価
値
や
雇
用
を

多
く
生
み
出
す
産
業
か
、
人

口
面
か
ら
は
、
今
後
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
医
療
福
祉
教
育

施
策
な
ど
の
必
要
な
規
模
の

ほ
か
、
現
実
的
か
つ
効
果
的

な
人
口
流
出
防
止
策
の
検
討

な
ど
、
地
方
版
総
合
戦
略
の

策
定
に
役
立
て
た
い
。　
　

問　

地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ

ム
「
リ
ー
サ
ス
」
活
用
の
見

解
は
。

企
画
財
政
課
長　

こ
れ
ま
で

に
な
い
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
集

約
し
、
地
域
経
済
の
見
え
る

化
が
は
か
ら
れ
た
非
常
に
優

れ
た
シ
ス
テ
ム
と
認
識
し
て

問　

県
が
行
っ
て
い
る
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
と
、
町

の
計
画
は
。

課
長　

「
住
民
向
け
地
図
情

報
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
、

町
が
保
有
す
る
地
図
情
報
に

都
市
計
画
図
や
道
路
台
帳
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
な
ど
を
住

民
に
公
開
す
る
シ
ス
テ
ム
構

築
を
進
め
て
お
り
、
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
の
掲
載
が
可
能
な

も
の
は
、
広
く
二
次
的
な
利

用
を
促
す
よ
う
取
り
組
み
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

歴
史
・
伝
統
・
文
化
を
愛
す

る
町
を
目
指
し
て

地
球
温
暖
化
対
策
は

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
は

国
、
県
と
の
連
携
は


